
前近代東南 アジア史における

「中心 一周辺」関係 の類型化

1.研 究組 織

研究代表者:八 尾 隆生(大 阪外国語大学外国語学部 ・助教授)

研究分担者;深 見 純生(桃 山学院大学文学部 ・助教授)

桃木 至郎(大 阪大学文学部 ・助教授)

真栄平房昭(神 戸女学院大学文学部 ・助教授)

2.研 究の ね らい ・目的

地域研究 というアプローチが脚光をあびて以来、東南アジア史研究 も従来の 一個 史の枠組み

や旧植民地宗主国のブロックを越えた一つの地域 としての歴史像を模索する動きが盛んになっ

ている。中国を中心 とする朝貢 システム論、環 シナ海交易ネ ッ トワーク論等がそうである。そ

してそうした研究が盛んになる際、注 目を浴 びるのが各サブ リージョンの中心である。具体的

には朝貢 システムな らばその王朝の首都、ネ ッ トワーク論な ら主要港市国家等である。

こうした王朝の首都、主要港市国家に関す る研究は、従来の一国史研究で もかな りの研究の

蓄積がある。 よってそ うした個別研究の成果の吸収及び同様の作業の継続な しに壮大な東南ア

ジア史の全体像を結ぶのは不可能であろう。但 し、その研究にもまだまだ改善すべ き余地があ

る。従来は多 くの制約があって、例えば一国史研究において も、その研究の中心はその国の中

央(た いていは王都)に ある、あるいは中央で編纂 された史料を基に した研究が大半であ り、

当然その研究のテーマ も中央の政治史とか、各サブ リージョンの中央間の交渉史(政 治 ・経済

面での)に 偏 っていた こと等の限界があ った。従って、各中心 と個々のマージナルな地方 との

関係が等閑視 されてきたことは否定出来ない。

最近になって、史家 の間で も、地方での調査 ・史料収集の必要性が認識 され るようになり、

例えば現地でのフィール ドワークや新史料の発掘 とそれに基づいた研究を 目的 とした、大阪外

国語大学教授吉川利治を研究代表者 とする 「国際学術研究(学 術調査)東 南ア ジア史における

「中央」と 「地方」に関する研究」が平成6年 度 より始め られた。八尾、桃木 はこの研究班に

研究分担者 として参加 している。

ところが、我が研究班は海外での現地調査を行えないハ ンディを有 しているのであるか ら、

吉川の研究班 とは少 し研究方法を変えて独 自の研究方法を用いる必要がある。具体的には、従
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来か ら研究 に用い られている、或いは存在は知 られているが、十分に活用 されてこなかった史

料及び研究業績の徹底調査 ・再吟味を行い、中央側が 自らの 「支配」或 いは 「影響を行使でき

る」領域をどの ように設定 していたのかを、そ して反対に周辺側がそれ に対 してどのように 自

らを位置付 けていたかを考察す ることを研究の 目的とする(む ろん、独 自に収集 した新史料の

利用を妨げるものではない)。 但 し 「支配」或いは 「影響力」 といって も様 々な形態が存在す

る。例えば、領土概念、朝貢体制、通商圏、同族 ・異民族意識とそれに基づ く同化 ・差別化政

策等である。

我が研究班では、全員が以上のような形態の内の同じ一つを共通項 として取 り上げて研究を

行 うというスタイルはとらない。 というの も、どの点に各研究者が注目す るか、それが とりも

なおさず、各人の専門 とする地域のもつ特質を表す ことになると考えるからである。具体的に

は、真栄平が琉球を舞台に生産 ・流通 ・貿易関係を、八尾が 「小中国」ベ トナムの地方統治策、

桃木が海洋勢力の一つたるチャンパの東南アジアにおける位置付 け、深見がマ レー半島内の中

心一 周辺関係を論ず る。論ず る対象がバラバラという印象を拭いきれないが、そのバ ラバ ラで

あることが何を意味するのかを討論 によって煮詰め、さらに最終的には 「中心一周辺」関係の

類型化の可能性を模索することによって東南アジア史が もつ多様性の理解に貢献す ることが我

が研究班の最終的目標である。

3.平 成7年 度の研 究経 過

本年は以下の如 く4回 の研究会を開催 し、研究班 メンバー4名 に外部か ら2名 の方の参加を

いただき、6名 の研究報告を行 った。

10月14日(土)於 大阪大学

横倉 雅幸 「歴史時代初期のマ レー半島」

深見 純生 「東西交通におけるマ レー半島」

11月18日(土)於 大阪大学

高橋 公明(名 古屋大学)「 寧波か ら来た中国人.」

12月4日(月)於 沖縄県那覇市ゆうな荘

桃木 至朗 「あたらしいチャンパ史像の可能性」

八尾 隆生 「15世紀北部ベ トナムのムオン族の世界一官邸丁氏嘱書の分析か ら一」

3月23日 於大阪大学

真栄平房昭 「砂糖をめ ぐる生産 ・流通 ・貿易史一幕藩体制と流通の視点か ら一」
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各発表の概要 と成果は以下の通 りである。

(横倉報告)マ レー半島は古代か ら交易の中継地 として発展 したが、発掘進展 中の各遺跡の

分布地図(本 発表 はタイ領内に限 った)と 、美術的考古学的な視点か ら遺物を分析 して編年を

行 うと、以下のご とくなる。

上記の時代 区分 を基にすると、マ レー半島の幹線ルー トと交易拠点の推移は以下のようになる。

年代 南タイにおける経済活動

2-1CBC

1-2CAD 

3-4CAD 

5-7CAD

南 シ ナ 海 及 び ア ン ダ マ ン海 に お け る 国 際 海 上 交 易 の 成 立

Tapi川 流 域 に お け る 内 陸 水 運 ネ ッ トワー ク の 成 立

Aricameduの 隆 盛 に 対 す るKhlongThomの 台 頭

KhlongThom-Phunphinル ー トに よ る半 島 横 断 交 易 の 展 開

KhlongThom-WingSa-Punphinル ー トの 繁 栄
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(深見報告)横 倉報告で明 らかにされたようにマ レー半島には古代の遺跡が多い。古代をこ

こでは仮にマラッカ王国以前の歴史時代 とする。その時代における東南アジア島撰部西部にお

ける中心 と周辺の関係 についての研究は、文献史学か らのアプローチだけでは限界はかな り近

い

ところにある。文献資料の量的、質的な限界のゆえで ある。 したがって、 この時代を扱 うとき

には考古学的な発掘 と調査に第一の希望を託さざるをえない。

とはいえ文献史学の立場か ら新 たな展開の可能性が まった くないわけではない。第一に新た

な史料の発見である。例えば1980年 代後半にようや く学界に広 く知られ るようになった 「大徳

南海誌」(そ の存在は1960年 代に紹介 されていたがなぜか注 目されなか った)、 また1980年 代

後半になってパ レンバ ンで発見 されたボーム ・バル碑 がある。ボーム ・バル碑はシュリーヴィ

ジャヤ碑文 としては4つ 目である。第二 に既知の史料の再検討であり、本報告はこれに属する。

マ レー半島に古代遺跡が多いのは言 うまで もな くマ レー半島が東西貿易において重要な位置

を占めたか らであ る。それは少な くとも3つ の レベルで考察すべきであろう。第一にいわば地

場 レベルで、マ レー半島内部の交易である。第二にいわば地方 レベルで、東南アジァ内近隣地

域間あるいはタイ湾 ・ベンガル湾間の交易である。そ して第三に遠距離交易である。遠距離交

易においては7世 紀にシュリーヴィジャヤが栄えて以来マラッカ海峡がそのメインルー トの地

位を確立 していたと考え られる。 ところが現在知 られ る限りで、遺跡はマ ラッカ海峡よ りもマ

レー半島中部の方が多 い。 これは第三の遠距離交易の レベルにおいて も、マ レー半 島中部が重

要な役割を担っていたか らであろう。 ここでいうマ レー半島中部は概ね クラ地峡から南、パタ

ニ ・クダーより北の部分であ り、 この間に複数の東西横断ルー トが想定可能である。よってマ

ラッカ海峡ルー トとマ レー半島中部横断ルー トが併存 した状況を考える必要が あるのである。

(高橋報告)本 報告は、i)人 身売買、誘拐等の手段によって 日本列島へ移動を余儀な くさ

れた人々に注目し、その具体的様相を社会的文脈の中で検討す る。ii)人 々の移動するルー ト

の内、寧波 と九州の交通関係 に注 目し、関連す る史料 ・研究を検討す る、の2点 を研究のね ら

いとす る。

日本の中世文学を検討すると、倭冠の中世文学への影響が見 られる作品が存在する。例えば

謡曲r唐 船 」では日本に連行 されてきた明州出身の人物の物語で、彼の職業が決 して農業奴隷

ではなかったこと、当時の九州では 日本の婦人が外国人 と結婚す ることに さほ どの抵抗がなか

ったこと等が読み取れる。
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一方、朝鮮人外交官宋希王景のr老 松堂 日本行録」には15世 紀の西 日本 に少な くとも5人 以上

の中国人、朝鮮人が居住 していたことを記 している。彼等の職業はばらばらで、奴隷 とひとく

くりできない。

倭冠 は多 くの人間(そ の出身地 としては中国人の場合は漸江省に集中)を 日本にもたらした

が、彼等は当時の 日本の各地 に移動 し、必ず しも奴隷と簡単に判別できる存在ではなか った。

これは、当時の 日本人が人身売買の対象 とな った人=奴 隷 とす る、固定観念を持 っていなかの

った ことに起因すると考え られる。つまり未だ身分が十分に固定 していない という状況を反映

した ものであろう。

(桃木報告)研 究上でも描かれた歴史像の面で も 「忘れ られた不幸な小国」であったチャン

パ研究の、近年におけるフランス、ベ トナム、 日本その他での劇的な復活ぶ りを紹介 し、その

成果 と今後の展望を 「チャンパ史の諸段階」 「東南アジア史の中のチャンパ史」の二つの角度

か ら総合的に論ず る。

チ ャンパ史の諸段階 については、チャンパ国家形成の母体 としてのサーフィン文化の研究、

海上交易におけるチ ャンパの位置を示す貿易陶磁研究、大航海時代 とそれ以降のチャンパ の動

きなど、新 しい研究が進展す る一方、初期林 邑に関する文献考証、イ ン ド式建築 ・彫刻の盛衰

を国家の盛衰に直結させる 「イ ン ド化 された国家」の研究など、古い研究の中心的諸課題 はも

はや展望を持たないのである。

東南アジア史の中でチャンパ史を位置づけるな らば、まず比較史の観点か らはチャンパ 国家

が地方権力 のゆるやかな連合体であること、山地民をふ くむ多民族構成を持つ(む しろ非エス

ニ ックな構造を持ち、決 して 「チ ャム族の国家」ではない)こ となど 「東南アジア的国家」の

議論にチャンパ もあてはめることができる。ついで関係史の視角か らは、チ ャンパが東南 アジ

アのあらゆる地域 と文化交流やヒ トの交流を もち、周辺か ら見るとイン ド文化だけでな く中国

文化の窓口にもな っていたこと、 こうした関係があったため 「チ ャンパ遺民の子孫」は、様々

な民族分類をされつつ、チャンパ文化の痕跡 ・記憶 とともに東南アジアのいたるところに残っ

ていることに注 目するべきである。

最後に、大航海時代の終焉、ベ トナムにおける東アジア型小農社会の確立が、事実 としてチ

ャンパの命脈を絶 っただけでなく、研究者にも 「定着農民の」 「国民国家の」視点を植え付 け、

チャンパ史の広が りと重要性を見えな くしてきたことが指摘できるのである。
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(八尾報告)本 報告では、ベ トナムの中心一周辺関係を探るという視 点から、少数民族 ムオ

ン族首長(官 郎)の 一族の家に今 日まで伝来 してきた嘱書について考察す る。

ベ トナム北部ヴ ィンフー省タイ ンソン県で発見された この15世 紀の嘱書(の 写 し)は 、[1]

前文(嘱 書作成者の氏名や嘱書作成の事由など)、[2]財 産 目録、[3]例 、[4]後 文(年 号や

サイ ンな ど)の4つ の部分か らなる。これと当時の黎朝が作成 した文書 のフォーマ ッ ト集 とを

比較すると一応適合するかの如 く見える。 しか し、逐一内容を検討 してい くと、さほど単純で

はない。まず、 この嘱書には相続者の名が欠 けている。黎朝の規定では相続者のすべての名が

記され、誰に何を残すのかを子細 に書 くことを義務づけている。 さらに3の 「例」は村掟に相

当するものであるが、私事に関わるだけのはずの嘱書には本来記 される性質の ものではない。

しか も、その 「例」は未来永劫村民が従うことを期待 しているのである。よって、嘱書たる要

件を欠いていることと、嘱書の範囲を逸脱 していることを考えた場合、 この文書は嘱書 とは言

い難 い。ではこの文書は何であろうか。

本 来ムオ ン族にはこのような首長の権 限を文書に して残す とい う習慣はなか った。そこに15

世紀 になって強力になったベ トナム黎朝 との本格的な接触が始ま り、それは、5代 聖宗の時代

に至 って ピークに達 した。黎朝は拡大政策の矛先を開国からのライバル、ランサン王国に向け

た。 その両者の間に挟まれたムオ ン族の中小首長は黎朝の支配秩序に組 み込 まれ(決 して支配

され るのではない)、 その求める 「様式」に従 いなが らも、その一方でそれらを自らの権力維

持の道具に しようとしたのである。そうした作意、具体的には黎朝の文書形式にの っとって勢

力圏内部における自らの権 限を文書化す ることで強化 しようとした こと、の結果が この文書の

存在なのである。

(真栄平報告)『 甘さと権カー砂糖が語る近代史」の中で、シ ドニー ・ミンツは次のように

述べる。 「コーヒー と砂糖が ヨーロッパ人の幸福にとって不可欠か否かは知 らない。 しか し、

この二つの生産物が世界の広大な地域に不幸を もた らしたことだけは確実。すなわち、アメ リ

カでは、 これ らの植物を栽培す る土地を求めて、人々が追い払われ、アフリカではそれ らの栽

培にあたる労働力を求めて、人々が連行 されたのである。」(川 北稔ほか訳、平凡社)

サ トウキ ビは、元々ニューギニア原産のイネ科植物であるが、世界各地に伝播 した,,東 アジ

アでは中国、台湾、 日本、琉球など、東南アジアではフィリピン、イン ドネシア、ベ トナムな

ど各地で栽培 され、かつてはオランダ東イン ド会社を通 じて ヨーロッパへ輸 出され、香辛料、

ゴム、コー ヒーな どの植民地物産 と並んで、アジアとヨーロッパ とをつな ぐ広域流通商品であ
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った。

17-18世 紀以降、広東や福建か ら日本へ来航する中国ジャンクの砂糖輸入高が急増 した。 ま

た、オランダ東イ ン ド会社を通 じてジャワのプランテーション砂糖が 日本市場へ大量に舶載 さ

れたこともよ く知 られている。砂糖の歴史的特質に注 目す ると、それ は甘庶(サ トウキビ)の

栽培を通 して農業に関わ り、さらに製糖過程において工業生産に関わるテーマである。それゆ

えに、農業か ら工業が歴史的に分化 してい く過程を さぐるうえでも、砂糖 は一つの重要な研究

対象なので ある。

4.研 究の成果 とフロンティア

この項 目に関 しては3を 参照 していただきたい。

5.今 後 の課題

研究班メンバーの個別報告に関する課題 として、次のような点が報告者 自ら或いは研究会参

加者か ら指摘があった。

深見はマラッカ海峡ルー トとマ レー半島中部横断ルー トが併存 した状況を考える必要がある

としたが、そのために検討すべきことの一つにモンスーン航海のタイム・スケジュールがある。

これが文献史料にどの ように現れているか。古代の文献史料(義 浄の記述、アラブ史料、r嶺

外代答』 「諸蕃志』そ して鄭和艦隊の航海事情な ど)か ら確定できることが らは多 くはない。

それで も非常に明瞭な ことは南シナ海は南行 と北行 ともにモ ンスーンの規制力が明瞭である。

これに対 してベンガル湾では西行だけがモ ンスーンに明瞭に規定されることである(ア ラ ビア

海で も同じか と想像 される)。 こうしたモ ンスーン事情がマ レー半島中部の遺跡群 と関わ りが

あると思われるが、東南アジア遺跡地図を作成 中である横倉のような考古学研究者 との研究協

力が是非 とも必要である。

桃木は報告の際、チ ャンパ史の研究史を纏めたが、碑文、漢籍史料、カ ンボジァやタイの年

代記、欧文史料、近世チャム語史料 とその背景をなす近世マ レー ・ジャワ世界の史料などを も

とにした研究が、まだ研究者が不足で未開拓の状況にあるという、史料面で もチ ャンパ研究が

大 きな展望 と課題 をもつ ことを紹介 した。これ もとて も一人で全てを行なうことは不可能であ

り、学際的研究が望まれる。

八尾の最大の課題は史料収集不足(史 料不足ではない)の 克服である。報告では現存文書に
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多 くの改変が見 られた ことを指摘 したが、推論の域を出てお らず、同年代の類似史料の発掘が

急務である。 もちろん、 これは本研究の現地にはいけないという原則か ら逸脱するが、 こうし

た史料の さらなる収集 と中央編纂文書との比較が是非 とも必要になって くる。

真栄平報告では南島地域の砂糖の問題に焦点を絞 ったが、周知のように、奄美、琉球諸島は

江戸時代の 日本において最大の砂糖生産地であった。 よって、その生産 ・流通 ・貿易をめ ぐる

歴史的特質を検討することによって、〈 「中心一周辺」関係の類型化 〉という我が班のテーマ

に迫る必要がある。すなわち、砂糖 という商品を手がか りに、幕藩制国家の中央市場(大 阪)

と周辺地域の南島(奄 美、琉球)の 生産一流通関係について考え ることが当面の課題 となる。

6.研 究 業 績(平 成7年 度 発 表 分)

八 尾 隆生

「黎 朝聖 宗 期 の新 開拓 地 を 巡 る 中央 政権 と地 方行 政 一安 興碑 文 の 分析 」 『東 南 ア ジ ア研 究 』33-2,

PP.1-26,1995.

"Kh
aosatveNienhieuVuaLeNhanTong",r大 阪外 国語 大学 論 集 』13,pp、195-206,1995.

「林 邑」 桃 木至 朗 編 「平成2年 度 文 部 省科 学 研 究 費(海 外学 術 研 究)報 告 書 』 大 阪 大学,pp、1-28,

丑995.

深 見 続 生

「'歴史 的 背 景」 綾 部 恒雄 ・石 井 米 雄編 『も っと知 りた い イ ン ドネ シア(第2版)』 弘文 堂,pp.1-45,

1995.

桃 木 至 朗

「ベ トナ ムが で き るまで 一」桜 井 由躬 雄 編rも っ と知 りたい ベ トナ ム(第2版)』 弘 文 堂,pp.62-81,

1995.

「社 会 主義 農村 の変 化 と伝統 」 『ア ジア読 本 ヴ ェ トナ ム 違河 出書 房 新社,pp.56-63,1995.

「広 南 玩氏 とrベ トナ ム国 家 』」 桃 木 至 朗編 「平成2年 度 文部 省 科学 研 究 費(海 外 学術 研 究)報 告 書 』

大 阪大 学,pp.29-53,1995.

真 栄 平房 昭

「沖縄 研 究 と安 良城 盛 昭 」安 良城 盛 昭編 『日本封 建社 会成 立 史 論 下 巻 』岩 波 書 店,pp.280-298,

1995.

「ペ リー来 航 と沖縄 一束 ア ジアの 近 代 を考 え る一視 点 」深 沢徹 編 『オ リエ ン ト幻 想 の 中 の沖 縄 』 海

風 社pp.174-198,1995.
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「琉 球 ル ー トの 海 外 情 報 」r月 刊 歴 史 手 帖 』23-6,pp.17-24,1995.

「江 戸 上 り の 旅 と 墓 碑 銘 」 『沖 縄 文 化 研 究 』21,pp.73-97,1995.

「ア ジ ア へ の 関 心 と 柳 田 国 男(上)(下)」 『UP』272:6-9,273:1H5,273,1995.
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